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　新上尾町誕生からわずか3年６カ月後、上尾町は上尾市
となる。地方自治法の一部改正により、町村が市となるた
めの特例措置として、昭和33（1958）年5月から9月末までの
約半年間に限り、人口の条件が5万人以上から3万人以上
に引き下げられた。これにより、埼玉県内では上尾町など
５町が市制施行の対象となった。
　市制を必要とすることの理由として、次の四つが挙げら
れた。①近代的自治意識を高め、経済の安定、文化の振興
を促し、行政能率の向上を目指し、もって住民福祉を増進
する②首都の衛星都市として発展し、さらに工業都市とし
ての実態を備え、市としての将来が期待される③周辺農村

部は、農業経営の合理化を図り、
農村経済を安定させるため、市
制施行に大きな期待をもってい
る④高崎線の電化とバス路線の
拡大によって、住宅建設が増加し、また、文化都市として
内容を充実し、諸施設を建設する――ためである。
　こうして、昭和33年7月15日、埼玉県内で19番目に市制
が施行された。初代市長には、下里金太郎が就任し、文化
会館で祝賀式が開催された。祝賀アドバルーンや自動車
パレードが開かれ、市内は祝賀ムードに包まれた（写真4）。
今から58年前の夏のことである。
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写真2　旧上尾町役場（昭和
63年撮影。文化会館時代）

写真1　『上尾自治便り』第1号（現
在の『広報あげお』）　写真3　下里金太郎　

写真4  市制施行の祝賀パレード


